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に
つ
い
て

永
根
伍
石
は
祠
め
北
條
氷
齋
と
云
ふ
。
後
姓
を
永
根
と
改
む
。

明
和
二
年
乙
酉
二
月
八
日
東
奥
盛
岡
に
生
る
。
諒
ほ
絃
、
字
{

元
賄
、
伍
石
と
貌
す
。
一
に
無
佛
稲
尊
と
い
ふ
。
通
稲
勇
八
郎
、

江
戸
下
谷
仲
御
徒
町
に
住
す
。
初
め
叔
父
高
橋
玉
川
に
従
ひ
一
J

句
韻
を
受
け
、
後
江
戸
に
出
で
て
自
ら
學
び
た
る
も
の
の
如

し
。
玉
川
は
名
を
元
吉
、
字
を
文
中
と
稲
し
、
京
師
に
遊
び
、

和
歌
を
香
川
黄
中
に
學
び
、
大
典
椰
師
等
と
交
り
、
後
江
戸
に

住
し
快
儒
を
以
て
知
ら
れ
た
る
人
な
り
°
伍
石
は
偉
學
に
秀

で
、
害
疫
刻
に
巧
に
て
好
古
の
癖
あ
り
。
桂
川
図
瑞
と
親
交
あ

り
。
賞
時
闘
四
の
名
大
夫
と
稲
せ
ら
仇
し
姫
路
蒲
老
河
合
寸
翁

と
も
交
誼
を
結
び
し
が
如
し
。
の
跳
文
及
び
寸
翁
主
壽

像

の

題

文

共

一

斑

}

天

保

九

年

戊

戌

七

月

二

十
日
江
戸
に
歿
す
。

①
永
根
伍
石
悔

永

根

伍

石

に

つ

し‘

て

五
直

六

年

成

り

本

朝

列

聖

細

ハ

よ

り

一

千

年

代

に

及

ぶ

人

瓢

せ

る

も

の

に

し

て

、

共

は

憐

資

花

拍

て

て

之

を

怠

憩

全

K

の
な

り

。

大

聾

二

朝

噸

略

す

川

時

代

唯

一

の

箭

朝

史

な

り

。

こ

の

、

祁

山

芝

垢

の

合

著

に

し／
J

、

二

氏

が

三

朝

を

剪

戟

し

、

元

明

史

略

に

絞

史

略

と

連

絡

し

て

支

那

史

を

通

串

せ

し

も
の
以
上
特
に

略
と
云

し
一
」
一

る
附
朝

の
で
あ

れ
る
も

る
所
で

と
は
内
藍
澗

井

上

翠



永
根
伍
石
に
つ
い
て

の
消
相
史
通
論
中
に
稲
談
し
一
J

あ
り
、
東
洋
史
大
癖
典
に
も
詳
誅

せ
ら
仇
て
あ
る
。
此
の
害
は
萬
延
年
間
清
鑑
易
知
録
と
改
名
し
て

大
阪
に
て
出
版
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
内
容
は
洞
三
朝
質
銘
採
要

と
全
然
同
一
で
あ
る
。
大
滑
―
―
―
朝
班
略
は
更
に
之
を
抄
略
し
て
一

巻
に
瓢
め
た
も
の
で
あ
る
。
是
等
の
典
籟
は
前
朝
史
の
研
究
に
鋏

く
可
か
ら
ざ
る
名
著
で
あ
る
が
、
肝
腎
の
永
根
伍
石
に
闘
し
て
は

人
名
辮
典
は
勿
論
、
い
づ
れ
の
書
籟
に
も
記
録
が
無
い
の
は
如
何

な
る
狸
由
で
あ
る
か
。
東
京
都
芝
公
園
金
地
院
の
永
根
伍
石
碑
文

に
は
箪
に
「
諒
は
絃
、
字
は
元
賄
、
伍
石
と
読
す
、
永
根
氏
明
和

二
年
乙
園
二
月
八
日
東
臭
盛
岡
に
生
仇
、
天
俣
九
年
戊
戌
七
月
廿

日
江
戸
に
歿
す
、
享
年
七
十
四
、
其
の
生
系
父
毎
は
詳
か
に
家
牒

に
具
せ
り
、
操
行
及
び
著
述
は
蓋
し
之
を
知
る
者
あ
り
、
今
敢
て

踏
鍋
に
勒
せ
ざ
る
は
、
敬
ん
で
生
前
の
遺
命
に
逗
ふ
な
り
、
」
と

記
し
た
る
の
み
で
あ
る
。
是
に
由
り
て
も
伍
石
が
如
何
に
名
利
に

桔
淡
で
不
言
質
行
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
人
名
癖
書
な
ど

に
共
の
偲
記
が
戟
つ
て
な
い
の
も
却
つ
て
伍
石
の
本
悩
で
あ
っ
た

か
も
知
仇
な
い
と
首
肯
さ
仇
る
。
叔
父
高
拇
玉
川
は
姓
は
平
氏
、

小
田
原
北
條
氏
の
一
族
で
あ
る
。
小
田
原
城
陥
り
高
祖
某
は
隠
家

の
姓
高
橋
氏
を
冒
し
て
南
部
に
逃
仇
、
南
部
候
に
仕
へ
て
靴
臣
と

な
る
。
東
都
に
客
滸
し
て
猛
恢
を
以
て
皿
ゆ
、
と
集
古
帖
賊
文
に

害
い
て
あ
る
。
伍
石
が
北
條
姓
を
名
乗
れ
る
は
こ
れ
に
よ
り
略
承

出
来
る
が
、
永
根
姓
を
冒
せ
る
は
ど
う
一
云
ふ
次
第
で
あ
る
か
、
其

の
家
牒
を
一
見
す
虹
ば
分
明
す
る
の
で
あ
る
。

伍
石
が
三
朝
宜
録
採
要
と
集
古
帖
刊
行
に
呻
る
資
金
は
奨
大

の
も
の
で
あ
る
と
思
は
る
。
こ
虹
を
工
而
調
逹
し
運
轄
す
る
に
は

詠
常
一
様
の
苦
心
で
な
い
。
而
も
完
全
に
所
期
の
目
的
を
逹
成
せ

る
伍
石
の
繹
洞
的
手
腕
は
之
を
認
め
ざ
る
を
得
す
、
こ
の
學
殖
と

識
見
と
手
腕
と
は
果
然
寸
翁
大
夫
の
膝
眼
に
躙
仇
、
寸
翁
の
猫
像

と
な
り
顧
問
と
な
り
姫
路
滞
政
革
新
の
観
務
に
参
奥
せ
る
も
の
で

の
は
疲
弊
訛
乱
の
極
に
逹
し
家
老
河
合
寸
翁
が

に
苦
心
し
た
。
侃
石
は
之
に
協
力
し
て
漸
く

の
豆
州
行
加
賀
行
は
之
く
。

吐
る
も
の
と
息
は
る
。

寸
翁
と
伍
石

寸
翁
と
伍
石
附
者
の
闘
係
は
何
時
の
頃
よ
り
ど
う
し
て
疲
生
し

た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
伍
石
は
江
戸
及
び
京
阪
の
學
者
間
に
は

交
渇
頗
る
炭
く
、
就
中
柴
野
栗
山
と
は
特
に
親
交
深
か
り
し
こ
と

は
三
朝
質
録
採
要
の
序
文
を
栗
山
が
書
い
て
居
る
。
な
殷
栗
山
文

集
に
は

1
石
小
磨
山
銘
の
一
文
あ
り
元
賄
賢
友
の
為
に
す
と
題

し
、
萬
府
峯
千
尺
泉
、
下
無
地
上
惟
天
、
興
之
伍
誰
也
絃
、
鰈
乎
鯰

日
盤
穿
、
騎
↑
謳
H
踏
風
厨
、
肉
雖
温
骨
已
僭
、
間
而
歌
我
是
彦
と
、

こ
仇
花
観
て
も
そ
の
親
交
の
租
度
が
十
分
に
歳
は
仇
る
。
親
友
と

し
て
の
共
の
性
格
を
知
り
抜
い
て
居
る
か
ら
肉
は
温
か
な
れ
ど
も

骨
は
已
に
仙
す
と
云
ふ
名
句
が
出
る
の
で
あ
る
。
伍
石
は
老
後
そ

の
配
偶
を
失
ひ
て
よ
り
盆
俗
事
を
厭
ふ
や
う
に
な
っ
た
の
で
家
事

五
六



に
つ
い
て

に
こ
の
小
駆
山
銘
花
引
い
一
J

（

栗

山

）

す

、

而

し

て

哉

が

伍

石

老

人

例
は
文
燈
の
間
に
す
、
栗
山
既
に
豫
め
華
封
の

か
と
あ
り
、
小
樹
山
と
云
ふ
は
、
伍
石
は
石
を
愛
好
し

る
が
、
此
の
石
は
趾
山
の
形
に
似
た
る

た
の
で
あ
る
。
な
ほ
栗
山
文
集
に

而
白
い
の
は
、
河
合
大

い
か
ら
改
名
し

、
栗
山
は
、

石夫
ヵ

"JI

や
う
と
思
ふ
が
如
何
と
粟
山

費
豪
は
姫
路
藩
の
名
大
夫
で

地
位
に
居
ら
仇
る
か
ら
賄
で
少
し
も
不
都
合
は
無
い
、

と
云
ふ
こ

文
が
あ

一
も
の
で
あ
る
。

し
自
ら
は
悠
及

のら

に
入
つ
た

のて：立あ
取てるこ
り‘しと

宝．

+： 

明
で



③

集

古

集
古
帖
は
正
績
全
部
八
巻
よ
り
成
る
。
第
一
巻
よ
り
第
五
巻
ま

で
が
正
篇
で
、
あ
と
の
三
巻
は
続
篇
で
あ
る
。
其
の
第
一
巻
の
冒

顕
は
醍
醐
天
皇
御
筆
営
綺
八
幡
宮
棲
門
の
額
字
敵
國
降
伏
の
四
大

字
を
縮
邸
し
て
掲
戟
せ
る
に
始
ま
り
、
孝
謙
天
皇
御
筆
唐
招
提
寺

棲
門
の
扁
額
四
大
字
、
次
ハ
嵯
峨
天
皇
御
筆
、
後
宇
多
天
皇
御
筆
、

光
明
皇
后
御
筆
、
舎
人
親
王
害
、
恵
美
押
膀
害
及
び
天
皇
御
朋
を

戟
せ
、
最
後
に
大
日
本
寛
政
五
年
冬
十
月
挙
勒
上
石
と
自
署
し
て

あ
る
。
全
篇
に
互
る
説
明
害
は
す
べ
て
伍
石
の
自
筆
で
あ
る
。
第

二
巻
も
同
年
同
月
の
上
石
で
闘
空
悔
害
尺
瞬
―
―
一
通
を
掲
ぐ
。
こ
れ

は
京
都
東
寺
の
秘
蔵
を
屋
代
弘
賢
が
鈎
挙
印
剖
し
て
高
梱
玉
川
に

贈
っ
た
も
の
、
次
に
空
悔
害
啓
一
首
、
根
氏
座
右
銘
、
賠
東
山
廣

永
根
伍
石
に
つ
い
て

帖

早

々

頓

首

三

月

廿

五

此
附
種
如
何
し
く
不
膜
に
存
候
も
此
度
一
豆
州
行
之
御
送
別
に

卿
具
呈
仕
候
御
手
賞
の
事
↑
念
入
に
談
置
定
て
例
吝
有
司
尚

巾
承
申
上
候

伍

石

先

生

宵

照

河

合

升

拝

具

是
に
由
り
て
も
附
者
の
闘
係
が
如
何
に
親
密
な
り
し
か
を
察
知
す

る
と
同
時
に
、
寸
翁
の
立
て
た
功
業
の
衷
面
に
は
伍
石
の
如
き
學

殖
識
見
共
に
豊
露
な
る
學
者
の
存
在
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ

し
て
犠
牲
心
に
富
め
る
伍
石
の
高
潔
な
る
人
格
が
盆
追
慕
せ
ら
る

＼
の
で
あ
る
。

知
扉
師
十
喩
詩
賊
厖
が
戟
せ
て
あ
る
。
第
三
巻
ほ
寛
政
六
年
春
正

月
の
上
石
で
逸
勢
、
道
腿
、
佐
狸
、
行
成
の
害
を
、
第
四
巻
ほ
寛

政
六
年
夏
六
月
の
上
石
で
小
野
追
風
の
書
を
糾
め
た
る
も
の
。
第

五
巻
も
同
年
同
月
の
上
石
で
法
隆
寺
金
堂
薬
師
像
光
背
記
、
免
道

橋
断
碑
、
元
明
天
皇
陵
怒
碑
、
多
賀
城
碑
、
藤
原
敏
行
害
、
興
輻

寺
南
皿
堂
銅
熾
豪
銃
、
以
上
。
こ
れ
で
正
篇
五
倦
は
完
成
を
告
げ

た
。
巻
尾
に
玉
川
の
践
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
由
る
と
伍
石
は
管
て

痙
鶴
銘
一
本
を
手
に
入
れ
、
之
を
翠
葛
し
、
エ
人
井
上
殷
壽
を
し

て
塙
刻
せ
し
め
し
に
頗
る
精
巧
な
り
、
軍
川
之
に
告
げ
て
日
く
、

淡
人
の
墨
帖
舶
来
す
る
も
の
歳
に
多
し
、
共
の
善
な
る
も
の
も
入

手
難
か
ら
す
、
我
國
に
は
古
来
藤
原
逍
長
、
源
従
英
、
伶
永
仲
中

罪
等
の
如
き
淡
人
の
害
冊
に
名
を
留
め
し
人
あ
る
に
拘
は
ら
す
、

是
等
の
害
は
我
國
に
は
偲
は
ら
す
、
既
に
一
大
恨
事
に
あ
ら
す

や
、
今
彼
の
國
舶
来
の
墨
帖
を
醐
刻
す
る
よ
り
も
、
我
ほ
我
國
古

来
側
へ
来
り
し
本
朝
人
の
隈
蹟
を
刻
す
る
に
如
か
す
と
、
乃
ち
自

ら
蒐
め
て
所
蔵
せ
る
も
の
を
悉
く
出
し
て
之
を
典
へ
た
り
云
云
、

と
述
べ
て
居
る
。
之
を
以
て
察
す
る
に
伍
石
ほ
痙
鶴
銘
を
手
初
め

に
普
ね
く
漢
人
の
墨
帖
を
醜
刻
す
る
意
志
に
て
、
師
に
其
の
稼
本

の
菜
集
に
取
り
か
か
っ
た
が
、
玉
川
の
勒
言
に
よ
り
醐
然
本
朝
集

古
に
滸
手
し
た
の
で
あ
る
。
私
の
所
蔵
す
る
伍
石
黎
葛
の
草
雲
閤

帖
、
繹
迦
如
末
成
逆
記
、
煎
修
臭
相
伍
大
夫
廟
記
、
明
代
法
害
第

九
、
洛
紳
十
三
行
、
印
薮
序
等
、
雙
鈎
本
に
は
東
方
先
生
驚
特
井

五
八



に
つ
い
て

、
孔
子
廟
後
碑
、
孔
岡
閲
器
碑
、
爬
器
碑
陰
井
雨
側
等
が
あ
る

、
是
等
は
い
づ
仇
も
共
裳
時
苦
心
作
成
せ
る
稿
本
で
あ
ら
う
。

集
古
績
帖
第
一
岱
は
、
卿
空
悔
、
小
野
道
風
、
藍
原
行
成
、
薦

原
佐
狸
の
書
を
牧
め
て
あ
る
。
伍
石
の
賊
文
に
よ
れ
ば
第
一
倦
の

此
の
三
通
は
浪
蔀
木
村
緊
腹
堂
の
秘
蔵
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
伍

石
に
託
し
て
印
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
の
賊
文
の
大
略
に
日

く
、
甲
貨
の
秋
叔
父
宝
川
翁
二
言
り
）
家
刻
集
古
帖
記
冊
粛
に

賠
る
、
冊
粛
乃
ち
右
三
通
を
送
ら
れ
害
を
致
し
て
云
ふ
、
僕
喜

喜
名
害
の
雌
淡
す
る
嘉
慨
き
、
廣
＜
索
喜
上
石
せ
ん
と
し
、

三

を

挙

蔽

せ

り

、

奈

何

せ

ん

誓

開

に

家

喜

息

、

宿

志

索
然
た
り
、
今
叔
姪
の
此
の
畢
は
先
づ
吾
が
心
に
合
致
せ
り
、
若

し
僕
の
附
る
所
の
者
を
以
て
後
日
印
出
す
る
を
得
ば
吾
が
志
も
亦

た
空
し
か
ら
す
と
、
絃
大
師
の
書
を
観
る
に
字
字
猥
勁
す
、
東
寺

所
蔵
の
尺
翫
と
は
ま
た
別
に
一
格
茫
成
す
も
の
な
り
、
少
内
記
及

び
大
納
言
の
害
ほ
闘
麓
氾
美
一
縣
の
狩
氣
な
し
、
虫
川
翁
此
の
批

隠
を
得
て
余
を
し
て
夏
に
集
古
絞
帖
翌
撰
せ
し
む
。
嗚
呼
冊
粛
其

の
蔵
を
吝
ま
ず
、
我
に
恵
投
し
て
集
古
の
美
を
特
嗅
す
、
好
古
に

し
て
弘
涜
す
る
も
の
と
一
云
ふ
べ
し
、
海
内
好
古
の
士
を
し
て
此
の

勇
氣
あ
ら
し
か
ば
庶
幾
く
は
名
跡
の
隠
れ
た
る
も
の
皆
之
を
公
に

し
て
不
朽
に
偲
ふ
べ
し
、
一
云
女
と
あ
り
、
次
に
大
典
椰
師
の
践
、

皆

川

旗

園

の

践

を

載

せ

た

り

。

此

の

一

三

月

上
石
せ
る
も
の
で
あ
る
。

絞
帖
怨
第
二
に
は
、

繹
光
定
戒
疏
闘
本
、

軍
九

の
上
石

三
に
は
弘
法
大
師
害
氾
牧
め
て
あ
る
。

十

月

の

に

係

る

。

か
く
し
て
伍
石
が
苦
心
惨
俯
集
大
成
せ
る
集
古
帖
八
倦
は
、

石
歿
後
板
木
の
所
在
も
不
明
と
な
り
、
墨
帖
も
疲
行
部
欺
少
か
り

し
故
か
冊
に
偲
は
る
も
の
俯
少
で
入
手
困
難
で
あ
っ
た
が
、
沌
藩

山
崎
義
故
之
花
慨
し
、
百
方
捜
索
の
結
果
漸
く
一
本
花
賭
得
し
、

之
花
翻
剖
し
て
文
政
四
年
に
出
版
し
一
J

居
る
。
こ
れ
も
共
の
部
敷

に
限
あ
れ
ば
今
日
で
は
中
た
得
難
き
珍
害
と
な
つ
て
居
る
。
こ
の

隈
帖
は
我
図
古
末
の
書
學
の
疲
逹
が
そ
の
最
高
峯
に
述
し
、
之
を

中
嘩
の
背
に
比
べ
て
も
遜
色
な
く
、
完
全
に
賞
時
我
國
文
化
の
特

色
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
滑
三
朝
質
鋒
採
嬰
は
常
時
箭
國
に

マJ

も
此
の
種
の
典
節
が
無
か
り
し
故
、
我
図
に
渡
水
せ
る
滑
國
人

は
伍
石
の
此
の
害
を
購
入
し
て
鯨
國
し
た
と
仰
へ
ら
れ
て
居
る
。

此
の
二
大
著
を
完
遂
せ
る
伍
石
の
儲
大
な
る
功
業
は
永
久
不
滅
な

る
に
拘
は
ら
ず
、
伍
石
の
名
は
全
く
祠
淡
し
其
子
孫
も
存
在
不
明

で
あ
る
と
は
、
天
泣
果
し
て
是
か
非
か
、
館
に
慨
嘆
に
堪
へ
な
い

の
で
あ
る
。
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